
なごや子ども・子育てわくわくプラン
～子どもに関する総合計画（名古屋市次世代育成行動計画・後期計画）～

名古屋市

◎なごや子ども・子育てわくわくプランとは・・・
　子どもや子育て家庭を取巻く課題を解決するための施策を総合的、計画的に推進するため、なごや子

ども条例第２０条の規定による「子どもに関する総合計画」及び次世代育成支援対策推進法第８条第１項

の規定による「市町村行動計画・後期計画」として策定しました。

【概要版】



1 2

家庭

学校

近所

友達といるとき

一人でいるとき

その他

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

22.5
42.7

59.3

2.8
2.8
4.1

0.4

30.3
26.0

18.6

36.6
22.9

12.1

4.2
3.5
4.4

一番ほっとできる場所はどこか　（％）

■自分のことが好き
■どちらともいえない
■自分のことが嫌い

子ども・若者と子育て家庭の状況

子ども

若  者

子育て家庭

子育て家庭

子育て家庭

○　一番ほっとできる場所

○　青少年の経済的独立の意向

○　父親の仕事と生活のバランス

経済的に独立したい

0.0 20.0 60.040.0 80.0

どちらともいえない

独立したいとは思わない

75.5

20.0

4.5 将来、経済的に独立したいか　（％）

仕事と家庭生活（育児含む）のバランスがとれている

仕事が中心となっており、もう少し家庭生活の比重が高まるとよい

仕事が中心となっているが、今のままでよい

育児が中心となっており、もう少し仕事の比重が高まるとよい

育児が中心となっているが、今のままでよい

どちらともいえない

よくわからない

その他

無回答

0.0 10.0 20.0 40.030.0

23.2

0.5

0.5

20.0

36.3

14.3

0.5

1.6

3.2 父親の仕事と生活のバランスは
とれていると感じるか　（％）

○　子育て中の不安など

○　地域の実情

子どものしつけ・生活習慣のこと

治安が悪くなり、子どもが犯罪の被害にあうかもしれないこと

子どもの病気・健康のこと

子どもの成績や勉強のこと

子どもの友人関係のこと

自分のやりたいことができないなどのストレスを感じること

子どもの発育・発達のこと

近所に子どもを安心して遊ばせる場所がないこと

子育てに関して自信が持てないなどの不安を感じたこと

自分が病気や出産で子どもの世話ができないときのこと

家庭内で子育て・家事の協力が得られないこと

住居が子育てに十分な広さがないこと

子どもを通じての近所づきあいのこと

自分自身の体力や健康などに自信がないこと

子育てをしている親同士の仲間が身近にいないこと

悩んだり困ったりしたことは特にない

子育てに関する情報が不足していること

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 60.0

53.7

6.6

7.1

8.0

10.0

11.1

14.7

18.1

19.7

19.9

25.0

37.6

6.2

4.7

3.3

3.0

1.0

子育てをしている間に悩んだり、
不安に感じたり、困ったりしたこと　（％）

同じくらいの年齢の子どもを育てている友達がいる

子育てについて気軽に相談できる人がいる

年齢の違う子が一緒になって遊ぶことができると感じる

地域の人が子育てを温かく見守ってくれていると感じる

困ったときに気軽に子どもを預かってくれる知人がいる

子どもが参加できる行事がたくさん行われていると感じる

子ども同士の交流があまりないと感じる

子どものいる家庭が少なく、地域の中で孤立感を感じる

地域の人に子育て家庭についての理解がないと感じる

その他

無回答

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0 80.060.0 70.0

74.0 

2.5 

3.4 

15.2 

4.7 

4.5 

28.9 

25.5 

28.2 

42.0 

37.3 

子育てについて住んでいる地域に
あてはまるもの　（％）

（実態調査）

（実態調査）

（実態調査）

（平成19年10月　青少年の自立に関する調査）

（実態調査）

平成２０年１０月に実施した「子ども・子育て家庭意識生活実態

調査」（以下「実態調査」といいます。）の結果などから、子ども・若者と

子育て家庭について以下のような現状が見えてきました。

（３つまでの複数回答）



1 2

家庭

学校

近所
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0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

22.5
42.7

59.3

2.8
2.8
4.1

0.4
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3 4

４　基本理念を実現するための大人の役割

　施策を進めるにあたっては、周りの人に大切にされ、愛され、信頼されることにより子どもが

自分に自信を持ち、安心して健やかに育つことを最重視し、子どもや若者にかかわるさまざまな

立場に応じて、大人が次のような役割を果たすことが必要です。

５　施策の体系

１　対　　　象

すべての子ども・若者と子ども・若者を取巻くすべての人と団体
　すべての子ども・若者と、子育て家庭、それにかかわる保護者、地域住民等、学校等関係者、事

　業者などすべての人と団体を対象とします。

２　期　　　間

平成２２年度から平成２６年度までの５年間

３　基 本 理 念

子どもの健やかな育ちと若者の自立を社会全体で支えるまちなごやをめざします

○　めざす子ども・若者の姿
　他を思いやる心を持つとともに、社会性を身につけ、豊かな人間性と創造性を備え、自分の行動

に責任を持ち、他者と共生し社会の責任ある一員として自立できる子ども・若者

○　めざす子育て家庭の姿
　保護者が子育てについての第一義的な責任を果たすことにより、子どもが安心して生活できる家庭

○　めざす社会の姿
　市、保護者、地域住民等、学校等関係者、事業者の社会全体で子ども・若者や子育て家庭を支え

る社会

◆基本理念実現のために３つの指標を設定します

子ども・若者

保 護 者
◎子どもの育ちに対する第一義的な責任
◎子どもの年齢や発達に応じた養育

子
育
て
家
庭

地域住民等
◎子どもの見守り
◎子どもや若者と進める
　地域活動

学校等関係者
◎年齢や発達に応じた学び、
　育ちの支援
◎虐待、いじめ等の解決に
　向けた連携

事　業　者
◎子どもや若者の社会的
　自立に向けた支援
◎従業員の仕事と子育て
　の両立支援

市
◎子ども・若者に関する施策の実施　◎大人が役割を果たせるように支援

課　　題 施　　策

仕事と生活の調和
　　　（ワーク・ライフ・バランス）

虐待やいじめ等の防止と
　　　　　　子どもの権利の保障

相談体制の充実
相談機関の連携強化

子どもの育ちの支援

子育て家庭の支援

子どもの自己肯定感を
育む環境づくり

子どもを生み、
育てることの

不安感・負担感や
孤立感の軽減

若者の自立支援

仕事と生活の
調和の推進

子
ど
も
や
子
育
て
家
庭
を

社
会
全
体
が
支
え
る
活
動
の
推
進

施策１

施策２

施策３

施策４

計画の内容

＊自分のことを好きと答える子どもの割合……………………

＊保護者が子育てを通じて子育てに幸福感を感じた割合……

＊子育てに関わる活動に参加したことのある市民の割合……

現　状

７２.８％

７３.６％

４１.２％

…▶

…▶

…▶

目標（２６年度）

７７％

７９％

４６％
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現　状
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４６％



子育て家庭の支援
　保護者自身が子育てを楽しみ、子どもと十分に向き合い、子どもの育ちを支えていくことができる

よう環境整備することにより、子育ての不安感・負担感や孤立感の軽減に努めます。

施策３

安心して親になるための支援、妊婦への支援や育児の不安等を解消し親として子
育てを楽しむことができるための支援などの施策を進めます。
　事業例【パパママ教室】　【妊婦健康診査】

安心してこどもを
生み、親として成長
することへの支援

地域や事業者などの立場に応じた子育て支援や幼稚園・保育所による支援などの
施策を進めます。
　事業例【地域子育て支援センター事業】　【なごや未来っ子応援制度（ぴよか）】

社会全体での子育て
支援

子育てしやすい住宅に関する施策や、子育て家庭が安心して外出できる施策を進めます。
　事業例【市営住宅における子育て世帯向け住宅入居募集の実施】
　　　　  【公共交通機関等におけるバリアフリーの推進】

子育てにやさしい
まちづくり

子育ての経済的負担を軽減するため、手当の給付や保育サービス等の費用の軽
減などの施策を進めます。
　事業例【子ども手当の支給】　【就学援助】

経済的負担の軽減

5

６　施策の展開

虐待やいじめ等の防止と子どもの権利の保障
　虐待やいじめがなく子どもの命が守られ、子ども一人一人が尊重されるなど子どもの権利が守られ

るように、相談体制の充実や相談機関の連携強化を図るとともに、一人の人格を持った人間として子

どもが尊重されるよう施策を進めます。

子どもの育ちの支援
　子どもが健康に育ち、豊かな人間性や社会性などを身につけ、

自己肯定感をはぐくむことができるよう、家庭・地域・幼稚園・

保育所や学校等がそれぞれ安全に安心して過ごせる居場所となり、

さまざまな遊びや体験ができるよう施策を進めます。また、子ども

の育ちの支援にあたっては、将来の社会的自立を念頭に置き、年

齢に応じた支援を行えるよう配慮します。

　さらに、ニートやひきこもりといった困難を抱えた若者への対応として、関連機関や地域などと連

携し、支援することができる体制づくりに努めます。

施策１

施策２

子どもの権利を守り、子どもの主体的な社会参加などを促す施策を進めます。
　事業例【相談機関の連携強化】　【夢チャレンジ事業】

子どもの権利を守り
生かすことへの支援

不登校やいじめなど問題を抱えた子どもの相談、支援などの施策を進めます。
　事業例【ひきこもり・不登校児童対策事業】【スクールカウンセラーの配置】

不登校・いじめ等の
対策の推進

子どもの虐待防止の啓発、虐待を社会全体で防ぐ体制の強化、虐待のあった子ど
もや家庭への支援などの施策を進めます。
　事業例【児童相談所などの機能強化】　【児童虐待防止の啓発】

子どもを虐待から
守るための支援

子どもの健康づくり、医療費負担の軽減、医療体制の充実などの施策を進めます。
　事業例【乳幼児健康診査】　【子ども医療費助成】

子どもの健康支援

若者が大人として自立できるような活動の支援や、キャリア教育の推進などの施策を進めます。 
　事業例【キャリア教育の推進】【若年者就労支援事業】

若者の社会的自立
への支援

保護を要する子ども、障害のある子ども、外国人の子どもなど特に支援を要する子どもの支援を進めます。
 　事業例【障害児の放課後支援】　【母語学習協力員の配置】

特に支援を要する
子どもの支援

子どもの居場所づくり、学び・育ちの支援、さまざまな遊びや体験の推進、安全
に過ごせる環境整備などの施策を進めます。
　事業例【小中学校における少人数学級の実施】　【児童館における子どもの育成】

豊かな人間性・創造性
を備え、社会性を身に
つけるための支援

＊なごや子ども条例を知っている割合（大　人）……………
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （子ども）……………
＊虐待防止に向け地域で子どもを見守っていると思う
　市民の割合………………………………………………………
＊いじめられたりいじめを見たりした時、先生や保護者・
　友達に相談することができる子どもの割合…………………

現　状
４３.７％
６.９％

２５.０％

７２.４％

目標（２６年度）
…▶
…▶

…▶

…▶

成果指標

５４％
１７％

３０％

８３％

現　状

１９.１％

７３.６％
７５.５％
５８.５％

目標（２６年度）

２４％

７９％
８１％
６３％

…▶

…▶
…▶
…▶

成果指標

＊安心して出産や子育てができる医療サービスに
　満足している保護者の割合……………………………………
＊地域などにおける奉仕活動や自主的な活動などに
　参加したことのある子どもの割合……………………………
＊将来的な経済的自立を希望する若者の割合…………………
＊社会的自立をするために必要な力を身につけている障害児の割合…

現　状

１０.２％

４７.２％

２８.９％
１４.２％

目標（２６年度）

１５％

４２％

３４％
１９％

…▶

…▶

…▶
…▶

成果指標

＊子育てについて相談できる機関やサービスに
　満足している保護者の割合……………………………………
＊子どもの数が理想より少ない理由として経済的な
　余裕がないとした保護者の割合………………………………
＊地域の人が子育てを温かく見守ってくれていると
　感じる保護者の割合……………………………………………
＊住宅、遊び場・公園整備などに満足している保護者の割合…
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子育て家庭の支援
　保護者自身が子育てを楽しみ、子どもと十分に向き合い、子どもの育ちを支えていくことができる

よう環境整備することにより、子育ての不安感・負担感や孤立感の軽減に努めます。

施策３

安心して親になるための支援、妊婦への支援や育児の不安等を解消し親として子
育てを楽しむことができるための支援などの施策を進めます。
　事業例【パパママ教室】　【妊婦健康診査】

安心してこどもを
生み、親として成長
することへの支援

地域や事業者などの立場に応じた子育て支援や幼稚園・保育所による支援などの
施策を進めます。
　事業例【地域子育て支援センター事業】　【なごや未来っ子応援制度（ぴよか）】

社会全体での子育て
支援

子育てしやすい住宅に関する施策や、子育て家庭が安心して外出できる施策を進めます。
　事業例【市営住宅における子育て世帯向け住宅入居募集の実施】
　　　　  【公共交通機関等におけるバリアフリーの推進】

子育てにやさしい
まちづくり

子育ての経済的負担を軽減するため、手当の給付や保育サービス等の費用の軽
減などの施策を進めます。
　事業例【子ども手当の支給】　【就学援助】

経済的負担の軽減

5

６　施策の展開

虐待やいじめ等の防止と子どもの権利の保障
　虐待やいじめがなく子どもの命が守られ、子ども一人一人が尊重されるなど子どもの権利が守られ

るように、相談体制の充実や相談機関の連携強化を図るとともに、一人の人格を持った人間として子

どもが尊重されるよう施策を進めます。

子どもの育ちの支援
　子どもが健康に育ち、豊かな人間性や社会性などを身につけ、

自己肯定感をはぐくむことができるよう、家庭・地域・幼稚園・

保育所や学校等がそれぞれ安全に安心して過ごせる居場所となり、

さまざまな遊びや体験ができるよう施策を進めます。また、子ども

の育ちの支援にあたっては、将来の社会的自立を念頭に置き、年

齢に応じた支援を行えるよう配慮します。

　さらに、ニートやひきこもりといった困難を抱えた若者への対応として、関連機関や地域などと連

携し、支援することができる体制づくりに努めます。

施策１

施策２

子どもの権利を守り、子どもの主体的な社会参加などを促す施策を進めます。
　事業例【相談機関の連携強化】　【夢チャレンジ事業】

子どもの権利を守り
生かすことへの支援

不登校やいじめなど問題を抱えた子どもの相談、支援などの施策を進めます。
　事業例【ひきこもり・不登校児童対策事業】【スクールカウンセラーの配置】

不登校・いじめ等の
対策の推進

子どもの虐待防止の啓発、虐待を社会全体で防ぐ体制の強化、虐待のあった子ど
もや家庭への支援などの施策を進めます。
　事業例【児童相談所などの機能強化】　【児童虐待防止の啓発】

子どもを虐待から
守るための支援

子どもの健康づくり、医療費負担の軽減、医療体制の充実などの施策を進めます。
　事業例【乳幼児健康診査】　【子ども医療費助成】

子どもの健康支援

若者が大人として自立できるような活動の支援や、キャリア教育の推進などの施策を進めます。 
　事業例【キャリア教育の推進】【若年者就労支援事業】

若者の社会的自立
への支援

保護を要する子ども、障害のある子ども、外国人の子どもなど特に支援を要する子どもの支援を進めます。
 　事業例【障害児の放課後支援】　【母語学習協力員の配置】

特に支援を要する
子どもの支援

子どもの居場所づくり、学び・育ちの支援、さまざまな遊びや体験の推進、安全
に過ごせる環境整備などの施策を進めます。
　事業例【小中学校における少人数学級の実施】　【児童館における子どもの育成】

豊かな人間性・創造性
を備え、社会性を身に
つけるための支援

＊なごや子ども条例を知っている割合（大　人）……………
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （子ども）……………
＊虐待防止に向け地域で子どもを見守っていると思う
　市民の割合………………………………………………………
＊いじめられたりいじめを見たりした時、先生や保護者・
　友達に相談することができる子どもの割合…………………

現　状
４３.７％
６.９％

２５.０％

７２.４％

目標（２６年度）
…▶
…▶

…▶

…▶

成果指標

５４％
１７％

３０％

８３％

現　状

１９.１％

７３.６％
７５.５％
５８.５％

目標（２６年度）

２４％

７９％
８１％
６３％

…▶

…▶
…▶
…▶

成果指標

＊安心して出産や子育てができる医療サービスに
　満足している保護者の割合……………………………………
＊地域などにおける奉仕活動や自主的な活動などに
　参加したことのある子どもの割合……………………………
＊将来的な経済的自立を希望する若者の割合…………………
＊社会的自立をするために必要な力を身につけている障害児の割合…

現　状

１０.２％

４７.２％

２８.９％
１４.２％

目標（２６年度）

１５％

４２％

３４％
１９％

…▶

…▶

…▶
…▶

成果指標

＊子育てについて相談できる機関やサービスに
　満足している保護者の割合……………………………………
＊子どもの数が理想より少ない理由として経済的な
　余裕がないとした保護者の割合………………………………
＊地域の人が子育てを温かく見守ってくれていると
　感じる保護者の割合……………………………………………
＊住宅、遊び場・公園整備などに満足している保護者の割合…
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なごや子ども・子育てわくわくプラン
～子どもに関する総合計画（名古屋市次世代育成行動計画・後期計画）～

名古屋市

◎なごや子ども・子育てわくわくプランとは・・・
　子どもや子育て家庭を取巻く課題を解決するための施策を総合的、計画的に推進するため、なごや子

ども条例第２０条の規定による「子どもに関する総合計画」及び次世代育成支援対策推進法第８条第１項

の規定による「市町村行動計画・後期計画」として策定しました。発　　行：名古屋市子ども青少年局子ども未来部子ども未来課
〒460-8508　名古屋市中区三の丸三丁目１－１　　電話：（052）972-3081
ファックス：（052）972-4437　メール：a3081@kodomoseishonen.city.nagoya.lg.jp

発行年月：平成２２年３月

このパンフレットは古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

【概要版】

仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）
　事業者や働く人の意識を変えていくために、市民や企業への働きかけを進めるとともに、保育サー

ビスの充実など仕事と子育ての両立支援を進めます。

施策４

保護者が安心して、ゆとりを持って子育てできるように支え、子育て家庭の仕事
と生活の調和を推進する施策を進めます。
　事業例【仕事と家庭の両立支援のセミナーなどの開催】　【子育て支援企業認定・表彰制度】

働き方の見直しに
向けた取組みの推進

仕事と子育てを両立できるよう多様な保育サービス施策を進めます。
　事業例【保育所待機児童解消の取組み推進】　【延長保育事業】

多様な働き方に対応
した保育サービスの
提供

ひとり親家庭等自立支援計画に基づき、ひとり親家庭が仕事と生活（子育て）の
バランスがとれた生活を送るための総合的な支援を進めます。
　事業例【ひとり親家庭等に対する自立に向けた相談の実施】
　　　　  【母子家庭等自立支援センター事業（ジョイナス .ナゴヤの運営）】

ひとり親家庭の
自立支援
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現　状

２３.２％
２３.３％
１７.５％

６３.６％
８４.０％
６９.６％
５０.０％

目標（２６年度）

２８％
２８％
２３％

６９％
８９％
７５％
５５％

…▶
…▶
…▶

…▶
…▶
…▶
…▶

成果指標

＊ワーク・ライフ・バランスがとれていると感じる保護者の割合
　　　　　　　　　　　　　　（父親）………………………
　　　　　　　　　　　　　　（母親）………………………
　　　　　　　　　　　　　　（ひとり親）…………………

＊保育サービスに満足している保護者の割合　（一時保育）…
　　　　　　　　　　　　　　（病児・病後児デイケア）…
　　　　　　　　　　　　　　（延長保育）…………………
　　　　　　　　　　　　　　（休日保育）…………………


